
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「認知症になったら人生終わり」なんかじゃない 

実話をもとに描く、優しさに満ちた希望と再生の物語 

 
あなたの大切な人が認知症になったら？あるいは、あなた自身が認知症になったら？ これは、 

39歳で若年性認知症と診断された夫とその妻の9年間の軌跡を、実話に基づき描き出す、優しさ 

さに満ちた希望と再生の物語。 

“貫地谷しほり×和田正人”で描く、笑いと涙の夫婦の9年間の軌跡 

 
39歳で認知症と診断されながら、10年後の現在も会社勤務を続けつつ、認知症本人のための相談窓口の 

活動や自身の経験を語る講演などを行っている丹野智文さん。本作は、認知症とともに笑顔で生きる丹野智 

文さんの実話に基づく物語。認知症と診断され、不安に翻弄される主人公夫婦・晃一と真央の気持ちを前向き 

に変えたのは、元気に人生を歩む“認知症の先輩たち”との出会いだった・・・。真央を演じるのは、連続テレビ 

小説「ちりとてちん」（07）のヒロイン役で知られ、ドラマ「大奥」（23）ほか映画・ドラマ・舞台で活躍する貫地谷し 

ほり。夫を守ろう、“世話”をしてあげようという気持ちから脱却し、一緒に人生を歩んでいこうと前を向く真摯な 

姿を、大らかな明るさで演じる。そして晃一役には、映画『THE LEGEND＆BUTTERFLY』（23）、『Winny』（23）な 

ど話題作への出演が続く和田正人。認知症本人が感じる不安や恐怖、そして人生の希望を見出していく心の 

軌跡を、ナチュラルな演技と朗らかな笑顔で体現した。実力派俳優の二人がダブル主演、笑いと涙の夫婦の

日々が、晴れやかな感動を生み出す。 

 

～STORY～ 
 

妻・真央や二人の娘と暮らす39歳の只野晃一は、充実した日々を送るカーディーラーのトップ営業マン。そ 

んな彼に、顧客の名前を忘れるなどの異変が訪れる。下された診断は、「若年性アルツハイマー型認知症」。 

驚き、戸惑い、不安に押しつぶされていく晃一は、とうとう退社も決意する。心配のあまり何でもしてあげようと 

する真央。しかし、ある出会いがきっかけで二人の意識が変わる。「人生を諦めなくていい」と気づいた彼ら夫 

婦を取り巻く世界が変わっていく・・・。 

 

 

 


